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第77回
日本皮膚科学会西部支部学術大会

2025年10月19日（日）12:20～13:10日 時

A会場（岡山コンベンションセンター（ママカリフォーラム） 3F コンベンションホール）
〒700-0024　岡山県岡山市北区駅元町14番１号

会 場

座 長 吉田 雄一 先生　鳥取大学医学部 感覚運動医学講座 皮膚科学分野 教授

作用メカニズムから考える
アブロシチニブの選択意義
作用メカニズムから考える
アブロシチニブの選択意義

講演1

演 者 森実 真 先生　岡山大学学術研究院医歯薬学域 教授 皮膚科学分野担当

座 長 藤井 一恭 先生　近畿大学医学部皮膚科 准教授

かゆみ抑制がもたらす、成功体験
～寛解導入にアブロシチニブを選択する意義～
かゆみ抑制がもたらす、成功体験
～寛解導入にアブロシチニブを選択する意義～

講演2

演 者 谷崎 英昭 先生　関西医科大学 皮膚科学講座 教授
ご参加の皆様には、お弁当をご用意しております（数に限りがあります）。

Bio/JAKi Naïve患者さんへサイバインコという選択肢
※適応症：既存治療で効果不十分なアトピー性皮膚炎


